
指標 8.3.1 
指標名、ターゲット及びゴール 
指標 8.3.1 総雇用におけるインフォーマル雇用の割合（部門、性別ごと） 
ターゲット 8.3 生産活動や適切な雇用創出、起業、創造性及びイノベー
ションを支援する開発重視型の政策を促進するとともに、金融サービスへの
アクセス改善などを通じて中小零細企業の設立や成長を奨励する。 
ゴール ８ 包摂的かつ持続可能な経済成長及びすべての人々の完全かつ生
産的な雇用と働きがいのある人間らしい雇用（ディーセントワーク）を促進
する 

 
定義及び根拠 
○ 定義 

非農林業就業者に占める自営業主・家族従業者の割合。 
 
○ 概念 

インフォーマルセクター雇用を識別することはできないが、自営業主・
家族従業者には、インフォーマルセクターの一部が含まれるとみられる。 

 
○ 根拠及び解釈 

インフォーマルセクター雇用を識別することはできないが、自営業主・
家族従業者には、インフォーマルセクターの一部が含まれるとみられる。 
 

データソース及び収集方法 
労働力調査（基本集計） 

 
算出方法及びその他の方法論的考察 
○ 算出方法 

非農林業就業者に占める自営業主・家族従業者の割合

=
自営業主・家族従業者（非農林業）

就業者（非農林業）
× 100 

実数は労働力調査（基本集計）I-1表より取得可能。  



○ コメントと限界 
インフォーマルセクター雇用を識別することができない。 

※ 当該数値については、労働力調査における「非農林業就業者に占める
自営業主・家族従業者」の割合をもとに算出しており、指標における
「農業以外におけるインフォーマル雇用の割合(性別ごと）」の一部に過
ぎない点について留意 

 
データの詳細集計 
男女別 

 
参考 

https://www.stat.go.jp/data/roudou/index.html 
 
データ提供府省 
総務省 

 
関連政策府省 
厚生労働省 

 
担当国際機関 
国際労働機関（ILO） 


